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①物語の
発掘

②物語
の編集

③物語の
普及

④物語に
よる恩恵

個性ある
地域の魅力

土地の風土に合った 愛があるまちづくり
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地域の物語や里唄（地域で歌い継がれたわら
べ唄・しごと唄・まつり唄）を、古老や図書館か
ら発掘し、現地調査や文献調査で確認する。

地域の物語や里唄（地域で歌い継がれたわら
べ唄・しごと唄・まつり唄）を、古老や図書館か
ら発掘し、現地調査や文献調査で確認する。

①物語の
発掘

②物語
の編集

③物語の
普及

④物語に
よる恩恵

個性ある
地域の魅力
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古老への聴き取り 古書の発掘

石碑文献の発掘図書館で発掘
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県内の民話８００話調査 地元の写真家の協力

作成中
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② ②
西念寺 オヅルの樋

③
小津袋

④ 大燈籠

④
今浜樹下神社

①
蜊江神社

物語名 ゆかりの場所

① おツブさん 笠原

② 河童太郎物語 吉川

③ ゆうれいつぼ 赤野井

④ お満燈籠 今浜



11ゆうれいつぼ（赤野井）

おツブさん（笠原） 河童太郎物語（吉川）

お満灯籠（今浜）
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ホームページに掲載

フィールドワーク 語り部から学ぶ

でんくうの会から学ぶ
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物語や里唄を、調査結果と照らし合わせ、今
の私達が楽しめるふるさと物語に編集する。
物語や里唄を、調査結果と照らし合わせ、今
の私達が楽しめるふるさと物語に編集する。

①物語の
発掘

②物語
の編集

③物語の
普及

④物語に
よる恩恵

個性ある
地域の魅力
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１．発掘した昔話の再話

２．すでにある紙芝居を活用

３．物語のうまれた場所の紹介
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１．音声・映像の編集

２．楽譜化

３．地域の映像と共に見える化
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語り部の会やホームページを利用した発信など
で、ふるさと物語の普及を図る。
語り部の会やホームページを利用した発信など
で、ふるさと物語の普及を図る。

①物語の
発掘

②物語
の編集

③物語の
普及

④物語に
よる恩恵

個性ある
地域の魅力
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ふるさと物語よ！甦れ

幅広い世代が集う

子どもによる里唄の披露

里唄が物語る昔の風景
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守山市にある古民家でーす！
今日は「ふるさと物語」を
楽しんでいるみたいやで！

ちょいと、のぞいてみよまいか！
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活動紹介ビデオ
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22昔道具の体験紙芝居の語り

昔遊びで多世代交流唄遊びをみんなで楽しむ
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約２０名が参加

他団体（シガモリ）の依頼で実現。
参加者からふるさと物語が描く世界を楽しめ、
昔を懐かしむことができたと好評。

安土 楽市楽座館
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皆様から頂いたご意見 （アンケートより）
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１．ホームページ・ブログ開設

３．里うたの動画サイト

２．紙芝居の動画サイト

４．ふるさと物語通信の発行
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ふるさと物語の普及を通じて、地域愛をあたため
ふるさとの魅力を再認識して、まちづくりにつなげ
るお手伝いをする。

ふるさと物語の普及を通じて、地域愛をあたため
ふるさとの魅力を再認識して、まちづくりにつなげ
るお手伝いをする。

①物語の
発掘

②物語
の編集

③物語の
普及

④物語に
よる恩恵

個性ある
地域の魅力
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■地域のイメージソングとして活用



■安土「楽市楽座館」 ６周年記念祭
開催日：2013年12月8日
場 所：楽市楽座館
要請を受け、語り部の会を開催。

■「野洲川でんくうの会」 ８周年記念イベント
開催日：2014年8月
場 所：野洲川田園空間センター
要請を受け、語り部の会を開催。

■野洲市 学童保育文化祭（予定）
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皆様から頂いたご意見 （メッセージ）

ビデオメッセージ
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（１） 地域への浸透
①地域とのつながりを深めていく。（恩恵）
②ふるさと物語を、自分たちの大切なモノに してもら
う活動にする。（恩恵）

（２） 「ふるさと物語」のデータベースの構築・活用
①物語の調査（発掘）
②物語の再話化、デジタルコンテンツ化（編集）
③インターネットによる情報発信の管理運営（普及）
④データベースの管理改善（普及）

（３） まちづくりへの寄与
①市民団体との連携、県下全域へ広める（恩恵）
②行政と連携したまちづくり（恩恵）
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（１） 「ふるさと物語」活動を卒塾後も継続します。

（２） 「ふるさと物語」を通じて仲間の輪を広げます
・ふるさと物語活用推進協議会の設立
・ふるさと物語コーディネーターの育成

（３） 「ふるさと物語」をまちづくりに活かします
・観光資源としての活用
・多世代の交流の場づくり
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